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序にかえて 第一部　義元以前の今川氏

　
　

　
　

序
に
か
え
て

　

今い
ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

は
、
戦
国
時
代
後
期
に
、
駿
河
・
遠
江
・
三
河
三
ヶ
国
を
領
国
と
し
、
東
海
地
域
に
一
大
領
国
を
形
成
し
た
、
有
力
な
戦

国
大
名
の
一
人
で
あ
る
。
義
元
は
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
二
〇
一
九
年
は
、
ち
ょ
う
ど

生
誕
五
〇
〇
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
ま
さ
に
、
こ
の
生
誕
五
〇
〇
年
に
際
し
て
、
義
元
の
実
像
を
明
ら

か
に
す
る
べ
く
、
現
在
、
最
前
線
で
戦
国
史
研
究
を
す
す
め
て
い
る
研
究
者
に
よ
る
、
義
元
に
関
す
る
最
新
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た

一
五
本
の
書
き
下
ろ
し
論
考
を
も
っ
て
編
集
し
た
も
の
に
な
る
。

　

義
元
に
つ
い
て
は
、永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
の
尾
張
桶お
け

狭は
ざ

間ま

合
戦
で
織
田
信
長
の
た
め
に
戦
死
し
た
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
著
名
で
、

そ
の
た
め
戦
国
大
名
と
し
て
の
評
価
は
か
な
ら
ず
し
も
は
か
ば
か
し
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
戦
国
大
名
と
し
て
は
、
き

わ
め
て
有
力
か
つ
有
能
な
存
在
で
あ
っ
た
。
義
元
に
つ
い
て
の
当
時
の
人
物
評
に
は
、
越
前
の
戦
国
大
名
朝
倉
家
の
一
族
・
朝
倉
宗そ
う

滴て
き

に
よ
る
も
の
が
あ
り
（「
朝
倉
宗
滴
話
記
」）、「
日
本
の
国
持
、
人
つ
か
い
の
上
手
、
よ
き
手
本
と
申
す
べ
き
人
」
と
し
て
、
今
川
義
元
・

武
田
晴
信
（
信
玄
）・
三
好
長
慶
・
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）・
毛
利
元
就
・
織
田
信
長
・
正
木
時
茂
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
義
元
は
そ

の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
義
元
が
主
宰
し
た
戦
国
大
名
今
川
家
は
、
東
海
地
域
に
大
領
国
を
形
成
し
た
だ
け
で
な
く
、
父
氏う
じ

親ち
か

が
制
定
し
た
「
今い
ま

川が
わ

仮か

名な

目も
く

録ろ
く

」
は
、
法
典
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
戦
国
大
名
の
分
国
法
と
し
て
最
初
の
事
例
で
あ
る
と
と
も
に
、
氏
親
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
本

拠
地
・
駿
府
へ
の
現
職
の
公
家
・
文
化
人
の
来
訪
に
よ
っ
て
、
駿
府
は
全
国
有
数
の
文
化
都
市
の
性
格
を
帯
び
、
そ
の
最
盛
期
を
な
し

た
の
が
義
元
の
時
代
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
義
元
は
、
当
時
の
戦
国
大
名
の
な
か
で
政
治
・
文
化
の
最
先
端
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ

り
、
そ
の
影
響
は
、
隣
国
の
相
模
北
条
家
・
甲
斐
武
田
家
や
、
配
下
で
あ
っ
た
三
河
松
平
元
康
（
徳
川
家
康
）
な
ど
に
強
く
及
ぶ
も
の

と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
義
元
お
よ
び
今
川
家
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
再
評
価
が
必
要
で
あ
り
、
義
元
と
今
川
家
へ
の
理
解
が
深
化
す
る
こ
と

は
同
時
に
、
戦
国
大
名
お
よ
び
戦
国
時
代
へ
の
理
解
を
す
す
め
る
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
義
元
に
対
す
る
一
般
的
な
認
識
は
あ
ま
り

高
い
と
は
い
え
ず
、
本
書
は
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
少
し
で
も
義
元
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
望
み
、
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
を
契
機
に
、
義
元
へ
の
関
心
が
深
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　

二
〇
一
九
年
四
月　
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Ⅰ　室町時代の今川氏 第一部　義元以前の今川氏

室
町
時
代
の
今
川
氏

杉
山
一
弥

　
　

は
じ
め
に

　

室
町
時
代
の
今
川
氏
は
、
駿
河
国
と
遠
江
国
に
ひ
ろ
く
家
督
・
一
族
・
被
官
が
展
開
し
た
。
の
ち
の
戦
国
大
名
今
川
氏
の
飛
躍
は
、

そ
う
し
た
室
町
時
代
以
来
の
連
続
性
と
推
移
を
ふ
ま
え
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
川
氏
は
、
室
町
幕
府
・
足
利
氏
一
門
の
な
か
で
枢
要
な
位
置
を
占
め
た
。
第
一
の
理
由
は
、
今
川
氏
が
血
統
に
お
い
て
鎌
倉
期
足

利
氏
当
主
・
足
利
泰
氏
の
庶
兄
吉
良
長
氏
の
家
系
に
つ
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
室
町
幕
府
と
鎌
倉
府
が
熾
烈

な
政
治
抗
争
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
室
町
時
代
、
今
川
氏
家
督
が
駿
河
守
護
を
ほ
ぼ
継
続
し
て
歴
任
し
つ
づ
け
た
こ
と
に
あ
る
。
い
ず
れ
も

今
川
氏
発
展
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
事
項
で
あ
る
。

　

右
は
、
室
町
時
代
の
今
川
氏
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
、
駿
河
国
の
み
な
ら
ず
遠
江
国
に
散
開
す
る
今
川
氏
一
族
ま
で
す
べ
て
を
包
括

し
た
視
野
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
内
含
す
る
。
歴
代
の
今
川
氏
家
督
の
み
で
は
な
く
、
兄
弟
一
族
・
被
官
を
ふ
く
め
た
総
合
的
な
考
察

の
必
要
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
室
町
時
代
の
今
川
氏
一
族
が
、
駿
河
・
遠
江
二
ケ
国
の
各
地
に
拠
点
を
置
い
て
ひ
ろ
く
展
開

し
た
こ
と
と
深
く
連
関
し
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
い
た
る
今
川
氏
家
督
と
兄
弟
の
動
向
を
中
心
に
、
あ
わ
せ
て
今
川
氏
一
族
・
被
官
の
推
移
を

概
観
す
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
す
べ
て
の
事
象
を
詳
述
す
る
こ
と
は
適
わ
な
い
が
、
室
町
時
代
の
今
川
氏
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
項

目
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
信
頼
で
き
る
一
次
史
料
の
古
文
書
・
古
記
録
類
に
も
と
づ
く
復
元
を
試
み
た
。

　
　

一
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
今
川
氏

今
川
国
氏　

今
川
氏
の
祖
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
鎌
倉
期
の
国
氏
で
あ
る
。
国
氏
は
、
一
般
的
に
は
吉
良
長
氏
の
次
男
と
さ

れ
る
。
し
か
し
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
、
吉
良
長
氏
は
国
氏
の
養
父
で
あ
っ
た
と
い
う
。
国
氏
の
実
父
は
、
吉
良
長
氏
の
弟
で
あ

る
僧
最
信
（
勝
長
寿
院
別
当
、
大
僧
正
）
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
国
氏
は
、
伯
父
吉
良
長
氏
の
養
子
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

国
氏
は
、
三
河
国
吉
良
庄
今
川
（
愛
知
県
西
尾
市
今
川
町
）
を
苗
字
の
地
と
し
た
。
こ
れ
は
、
国
氏
の
祖
父
で
あ
り
養
父
吉
良
長
氏
・

実
父
最
信
兄
弟
の
父
で
あ
る
足
利
義
氏
が
、
三
河
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
時
代
の
足
利
氏
は
、
承
久
の
乱
以
降
、
三
河
守
護
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
そ
れ
は
吉
良
氏
・
今
川
氏
の
ほ
か
、
細
川
氏
や
一
色
氏

な
ど
足
利
氏
一
門
の
多
く
が
三
河
国
内
の
地
名
を
苗
字
に
冠
し
て
い
る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
三
河
国
は
、
鎌
倉
時
代
の
足
利

氏
に
と
っ
て
下
野
国
足
利
荘
と
な
ら
ぶ
重
要
な
根
拠
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

国
氏
の
動
向
は
、
一
次
史
料
の
古
文
書
・
古
記
録
類
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
の
ち
に
国
氏
の
曽
孫
今
川
了
俊
（
も

と
貞
世
）
が
著
書
『
難
太
平
記
』
で
、『
太
平
記
』
に
描
か
れ
た
今
川
氏
一
族
の
様
相
が
不
正
確
で
あ
る
と
難
じ
た
こ
と
に
も
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
有
名
な
一
節
の
背
景
に
は
、
鎌
倉
期
の
「
家
」
の
史
料
を
欠
く
と
い
う
今
川
氏
一
族
の
焦

燥
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
了
俊
ら
今
川
氏
一
族
に
と
っ
て
、『
太
平
記
』
は
文
学
作
品
（
軍
記
物
）
で
あ
る
と
は
い
え
、「
家
」

の
歴
史
を
き
ざ
む
重
要
な
機
会
と
映
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
鎌
倉
期
の
今
川
氏
の
動
向
は
、
室
町
初
期
を
生
き
た
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Ⅰ　今川氏の領国支配――検地論を中心に 第二部　領国支配の展開

平
山
　
優

　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
に
課
せ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
今
川
氏
の
領
国
支
配
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
都
市
、
流
通
、
交
通
、
水
運
、
商
人
・

職
人
、
直
轄
領
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
今
川
氏
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
、
今
川
検
地
論
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
関
連
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
在
地
構
造
の
特
質
、
名
体
制
の
残
存
に
関
す
る
諸
問
題
、
貫
高
制
論
に
限
定
し

て
紹
介
し
て
い
き
た
い
（
以
下
、
本
稿
で
は
、
史
料
の
出
典
は
、『
戦
国
遺
文 

今
川
氏
編
』
を
戦
今
＋
文
書
番
号
と
略
記
す
る
）。

　
　

一
、
荘
園
制
の
解
体
と
在
地
構
造

　

今
川
領
国
で
あ
る
駿
河
・
遠
江
・
三
河
三
ヶ
国
の
在
地
構
造
論
は
、
荘
園
制
研
究
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
具
体

的
に
は
、
室
町
期
か
ら
戦
国
初
期
に
か
け
て
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
遠
江
国
原
田
荘
・
村
櫛
荘
（
以
上
、
東
寺
領
）、
初
倉
荘
（
南
禅

寺
領
）・
蒲
御
厨
（
東
大
寺
領
）・
浜
名
神
戸
（
伊
勢
神
宮
領
）
な
ど
の
検
討
を
通
じ
て
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
象
は
多
岐
に
及
ぶ
が
、こ
こ
で
は
戦
国
大
名
今
川
氏
の
領
国
支
配
政
策
の
前
提
と
な
っ
た
、

当
時
の
在
地
構
造
の
特
徴
に
つ
い
て
、（
ａ
）
荘
園
領
主
の
所
有
、
収
取
体
系
の
解
体
時
期
、（
ｂ
）
荘
園
村
落
と
住
人
層
の
実
態
、（
ｃ
）

名
体
制
の
実
態
に
絞
っ
て
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
荘
園
の
多
く
は
、
南
北
朝
動
乱
期
に
半
済
（
兵
粮
料
所
）
の
対
象
と
な
り
、
や
が
て
荘
園
領
主
よ
り
年
貢
・
公
事

納
入
を
請
け
負
う
、
請
負
代
官
に
よ
り
管
理
・
運
営
さ
れ
る
。
こ
の
動
き
は
、
近
年
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
室
町
期
荘
園
制
」
が
提
示
し

た
、
荘
園
制
の
再
編
の
動
向
と
合
致
し
て
い
る
。
室
町
幕
府
―
遠
江
守
護
・
守
護
代
と
、
荘
園
領
主
―
請
負
代
官
に
よ
る
対
立
局
面
を

内
包
し
な
が
ら
の
協
調
に
よ
り
、
年
貢
・
公
事
収
取
と
納
入
は
保
障
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
支
配
体
制
の
再
編
に
よ
る
、
荘
園
領

主
の
所
有
と
収
取
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
と
東
海
地
方
の
争
乱
開
始
と
い
う
政
治
・
軍
事
状
況
を
受
け
、
十
五
世
紀
末
ま
で
に
は
終
焉

を
迎
え
た
と
の
認
識
で
、
ほ
ぼ
論
者
は
一
致
し
て
い
る
（
本
多
一
九
八
六
、
山
本
二
〇
〇
三
）。

　

一
方
、
現
地
の
荘
園
で
は
、
荘
園
住
人
た
ち
に
よ
る
日
々
の
営
為
と
、
彼
ら
の
結
合
を
基
盤
に
、
請
負
代
官
や
守
護
方
と
の
駆
け
引

き
と
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
蒲
御
厨
や
初
倉
荘
の
研
究
か
ら
多
く
の
知
見

が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
蒲
御
厨
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
（
菊
池
一
九
五
三
、
大
山
一
九
六
六
、
本
多
一
九
八
六
、
山
本
二
〇
〇
三
）。
蒲
御
厨
に
は
、
荘

園
住
人
を
取
り
ま
と
め
る
公
文
が
存
在
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、「
寄
合
談
合
」
を
主
導
し
、
百
姓
ら
の
利
害
調
整
を
担
う
と
と
も
に
、

そ
れ
を
背
景
に
荘
園
領
主
東
大
寺
や
、
年
貢
・
公
事
納
入
を
委
ね
ら
れ
た
請
負
代
官
と
対
峙
し
、
百
姓
を
指
導
し
つ
つ
、
代
官
と
様
々

な
調
整
を
行
う
現
地
荘
官
（
公
文
職
）
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
調
整
が
破
綻
し
た
場
合
に
は
、
訴
訟
、
逃
散
だ
け
で
な
く
、
こ

の
地
域
で
展
開
し
た
と
推
定
さ
れ
る
徳
政
一
揆
の
指
導
も
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
文
層
は
百
姓
ら
を
指
導
し
て
、
荘

内
の
用
水
路
の
開
発
と
維
持
を
行
う
、
荘
園
の
再
生
産
を
も
司
っ
て
い
た
。

　

彼
ら
公
文
層
の
特
徴
は
、
①
名
主
職
を
所
有
し
、
公
文
と
し
て
各
郷
の
年
貢
・
公
事
・
在
家
役
の
徴
収
権
を
有
し
、
②
そ
の
年
貢
の

今
川
氏
の
領
国
支
配 

―
―
検
地
論
を
中
心
に
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北
条
氏
と
の
婚
姻
と
同
盟

浅
倉
直
美

　
　

は
じ
め
に

　

今
川
義
元
に
と
っ
て
、
小
田
原
北
条
氏
は
、
ど
う
い
う
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。

　

北
条
氏
初
代
の
宗
瑞
は
、
義
元
の
祖
母
で
あ
る
北
川
殿
（
義
忠
正
室
、
氏
親
の
母
）
の
弟
で
、
義
元
の
父
で
あ
る
氏
親
に
と
っ
て
は

叔
父
に
あ
た
る
。
ま
た
、
宗
瑞
の
子
ど
も
た
ち
は
、
氏
親
の
従
兄
弟
・
従
姉
妹
に
あ
た
り
、
氏
広
（
北
条
氏
二
代
氏
綱
の
弟
）
は
、
今

川
家
に
従
属
す
る
葛
山
家
の
養
子
と
な
っ
て
今
川
家
御
一
家
衆
と
し
て
仕
え
、
長
松
院
（
氏
綱
の
妹
）
は
、
今
川
家
宿
老
三
浦
氏
員
の

妻
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
義
元
の
姉
で
あ
る
瑞
渓
院
は
北
条
氏
三
代
氏
康
の
正
室
と
な
り
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
義
元
の
甥
・

姪
と
い
う
間
柄
で
あ
っ
た
。

　

義
元
が
今
川
家
当
主
に
な
っ
た
当
初
、
敵
対
す
る
時
期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
の
ち
、
嫡
男
氏
真
の
正
室
に
瑞
渓
院
と
氏
康
の
娘
で
あ

る
早
川
殿
を
迎
え
、
そ
の
兄
で
あ
る
氏
規
を
御
一
家
衆
に
加
え
る
な
ど
、
義
元
に
と
っ
て
、
北
条
氏
は
大
き
く
影
響
を
与
え
た
一
族
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
義
元
の
人
生
に
大
き
く
関
わ
っ
た
北
条
家
の
人
び
と
を
取
り
上
げ
、
隣
国
の
大
名
家
と
し
て
、
同
盟
関
係
の
も
と
、
ま

た
、
対
戦
状
態
に
お
い
て
、
ど
う
い
っ
た
連
携
や
対
立
が
あ
っ
た
の
か
、
述
べ
て
み
た
い
。

　
　

一
、
義
元
の
祖
母
・
北
川
殿

　

今
川
氏
と
北
条
氏
の
関
わ
り
は
、
室
町
幕
府
奉
公
衆
で
駿
河
今
川
氏
の
取
次
を
し
て
い
た
伊
勢
盛
定
の
娘
で
あ
る
北
川
殿
が
、
義

元
の
祖
父
で
あ
る
義
忠
の
正
室
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
義
忠
と
北
川
殿
の
婚
礼
は
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
頃
と
推

定
さ
れ
て
い
る
（
小
和
田
一
九
八
一
）。「
今
川
記
（
富
麓
記
）」
に
同
二
年
末
以
降
、
義
忠
が
上
洛
し
た
際
の
婚
姻
と
見
え
、
状
況
的
に

整
合
す
る
内
容
で
は
あ
る
が
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
黒
田
二
〇
一
九
）。
こ
こ
で
は
、
婚
礼
を
応
仁
元
年
と

仮
定
す
る
と
、
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
生
ま
れ
の
義
忠
は
、
婚
礼
の
と
き
は
三
十
二
歳
で
あ
る
（
大
塚
二
〇
一
七
）。
北
川
殿
の
生
年

は
不
明
で
あ
る
が
、
弟
で
あ
る
盛
時
（
北
条
氏
初
代
、
の
ち
の
宗
瑞
）
が
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
黒
田

二
〇
一
三
）、
十
五
歳
前
後
で
京
都
か
ら
駿
河
に
嫁
入
り
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

北
川
殿
は
、
婚
礼
か
ら
五
～
六
年
後
の
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
に
義
忠
の
嫡
男
龍
王
丸
（
氏
親
）
を
出
産
し
（
大
塚
二
〇
一
〇
）、

そ
の
数
年
前
に
女
子
（
正
親
町
三
条
実
望
室
の
北
向
殿
）
が
生
ま
れ
て
い
る
。
嫡
女
に
つ
づ
い
て
嫡
男
を
出
産
し
た
こ
と
で
、
北
川
殿
の

正
室
と
し
て
の
地
位
は
、
今
川
家
で
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
矢
先
、
義
忠
は
同
八
年
に
討
ち
死
に
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
、
義

忠
の
従
弟
で
あ
る
小
鹿
範
満
が
家
督
を
継
い
だ
た
め
、
北
川
殿
は
四
歳
の
龍
王
丸
と
娘
を
連
れ
て
、
駿
府
館
を
出
て
駿
河
小
川
（
静
岡

県
焼
津
市
）
に
身
を
隠
し
た
と
い
う
（
大
塚
二
〇
一
〇
）。

　

そ
の
後
、
氏
親
が
十
五
歳
に
な
っ
た
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）、
京
都
か
ら
駿
河
に
下
向
し
た
叔
父
宗
瑞
（
こ
の
と
き
は
伊
勢
盛
時
）

の
全
面
的
援
助
の
も
と
、
氏
親
が
範
満
派
を
倒
し
て
当
主
に
な
っ
た
顛
末
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

盛
時
が
京
都
か
ら
駿
河
に
下
向
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
わ
が
子
を
当
主
の


